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第五年次を迎4た'下蝿遺跡，的発li縄1'<1ま‘ E量県3肱びに秋聞考古学協会等伺ご指導J櫨助、ま

た、土地的所帯者塚本総量E株式合祉のニ・協力によって笑総Lました.

調査は、約1l.7へタタールにbたる広範な古組全体におtぴ、.f町給畢.時代を異にする1主婦跡

群炉、古地全体に分布しτいることをど多〈のニとが判明しまt.1:...また、 i畳掛から発見した績予

が、思いがけずも発望fLたよとから‘急き』 秋凶県農雛試験場内ご協力を仰ぎ‘そのt最もそ九ぞ

れ的機憾で.喜ら伝研究を進的ていると二ろであゆます. -のよ?に、学術上多方面の1高力を縛な

ければ解明し縛主い同遺勝は、その1重要伎を如実に物街うている bめと考えら丸ます.

今次的尭Æ調査で、このように大宰な成果を得ら札むのも.調査員を I~ t舟、摘発に参加きれた

多〈向かたがた、並び日関係機関、また、 m~自の提供等4可かと JHtわいただいた秋悶カワサキ販売

株式会設.有限告tH ライブインあきた、地元町人たちなど、心あたたまる協力的だまも同と採〈

感謝いたしてお 9ます.

2ド慨事量を刊行するにあたって、調査繕泉をまとめていただいた官僚、鋭意両織全買に総意を表す

るとともに、この際報が~(めかたがたから、文化財保績のためにご活・用いただければ.まこと ι

帯革に存じます.

昭和 48年 l 月

供問布教育長船 山 J忠、 震
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一

遺跡の位置と現状

下境遇置持は秋岡市四ツ小属小I司地字下機にある.

すなわち、秋悶布から周遊13暗線を樹下 L、横山都

議を過ぎると三又絡がある.そこから省内l日進に入

。)i!!iへ !.2km" ど入ると枚岡市を-~置できる台地内

先端に出品.遺跡1:1二の先端部にある.県羽Aド線四

ツ小屋駅よ今北東約 1畑、秋回市町中央書事よ 9車市

約7川町低訟にある.遺跡的南約1.5同にはま平山

に畿を発する清流約見川と雄物川との合流点がある.

数年前ま でl季、このt也績“特の古地は燭雌であ..，た

が、現在は車京向坂本M!Ii輔さ式会社が買収L.目下

関発計簡をi量的て.1;1)、かつての畑地は一面的責場

とlUている.

さど勾.この遺跡的他に周辺の古地には20カ所的遺

憾 (-gsr;i噴き札た b'"あり}を猿認している.国

道沿いの培地化その他日よって.将来破横される ζ

とが干怒さ札るので.関係方面的方方的I畠力をお願

いしたい. (宮康)
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第 5 次調査

目的と方法

過去録制ド聞の4次にわたる調書EをbとにLτ、今年はこ拘遺跡内範簡を締認する調査にit)をしぼ

っておこを勺た. そのため最初に;7'.)ッドを往け、 その一掃を調査する形をと勺た.その内容は典

的とJ-;1)である.

まず最初に7リγ ドと その名称について説明守る.

今回向測査のグ IJ'1"ドは40mX40m (以下大 グリ ァドと呼ぶ}とし、今まで調査したグ・J.~ ド 4

rnX4 m (以下小グリ ッドと呼-")が.今問訟定 した大グリ ッドに 100入る ように Lた.

基単は過去の調査の基点(f司選から遺跡に向う東西に走る遺跡が、遺跡中心地でT字になる.そ

の北問) (第4図書開)~ L‘それを東西織の革主事線として、犬 事<s地区{樹個1)、 N地区(北

側}と分けて時V'.-tltぞ札的地区で独立させて名称をつけた.

すなわち.s 地区では大グリッドS1-46まで‘ N地区では N1 -51までである.これら町大7

リ γ ド町中に放吋た小グリッ ドの呼tf~万il:l南北を 1- 10、 車酋を A -Jに分け.その組合せで呼ぶ

ζ とと Lた。例えばSI A 1と呼んだ場合S11:t大グリ 9 ドで、A1 I~ 'J 、 グ リ ッド をあらわす.

こ11.ら向'J、グリマドを全部発掘することは今回の調査目的とか世らず しも}放しないので、今回

内発掘調奈は小グリヮド丹東南隅2mX2mとし、それを完全に峨リあげ、iI!絢遭情的有無を確認

L.その地層断語的実測と .直備のあった嶋合その笑i闘を行主うζ ととtて調査を進めた.
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S 地区

S 26 E 10の住居歯車

主 な 遺 楊

こ町?'1) "'t rを中心に発見された11，居跡は、峨認された2よ')推定すると.時々 3，5m町経企む

つ内俗的プランをなすも町であろう.床面は比較的軟弱で、南惣II1>L不明S確な所があ晶. :It回限

lItから内部床面にI向勺τ、;断次傾斜する筒所は、 描2次絢:l!で椛隠された 2号住居跡的自主殺と問機

(I;性格をもつも町と思われる.

炉u住居跡的蔚よ りにゐ')、耳障北12肘m 東制10()Cm，採さ紛叩は ど肉ピ γ トとJlt袋か らなってい

る.ピット内tニ川[i.蔚2舗が1， 9、いわ均る綾式炉と呼んでよいものであろう.娩土は寝苦趣向南側

に少 Lある町みで"晶.

柱穴 I~陶商隔に li回線認し ただけでゐ Ò o i重土から島署捜石斧 1、石S12.ぞ此に大木10式土器量的

土滞片が出土した. (鍋 倉}
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SSS.Jl0の位置跡

分布調査肉眼発見菩れた S33Jω区町艇と縫土が‘住居内拘ものか醤b・&l&Eすべ〈、上区逝側5

34A叩区且VS訓A9区.主旬533J9区E'詑議し調査した.調}壷時制無.傾合する Z僻伺t主婦と

漫媒炉がJI.っか勺た. S33J 9区的住騒を A住居， 534A 9区内住患を日住居と仮肱するニとにす

る. B I! A的隊を僧 ')ζんでつ〈られ、B住居町Uうが， Af:主賠ょ ?tlft.いもの寸ある.時t削町レ

ベルIl， 81:主恩師ほうが低‘・.sI嫌炉付進とそ町北側内‘床は襲(， ~置 b しっか 。)V( j;')，~宙実

にプランを把健できたが， A I主幡町南西富草分(!.墜， ~配欽弱両氏:拘 . ' d砂嫌。すさ拘傾向にある.

そのためプラ ンがゆがんでし事勺た. また 534A10民街"に竪b'見つか今たが、そ荷車る宵向。，"、

A的住民・のも的とは考えに〈いものである. -四都骨b，はっき')しなか勺た婦でゐるが.よ述Z

府内住j止の1血にも住騒が切りあ。ている可能怯がJ，ゐ.

型車II炉II、A住居に1事なうもので， kホ10式期同様陣形土畿が使用喜代ている.続土問健闘u東

西除・繭.t.蜘・Ff.書1O<aでそ抑Ilほ中央に底鶴の'Jい土器が、ロ掃を下ι周酌てあ今た.縫土中に

は、灰且V、

製綿色の給自i r 

のある之、 II!

司自巨人が見ら A 代、 カ・た(t. 

ま司ている.

土器内向聞に

Ul圃 a・Lro

巾で、比続的 ト

パサパサした

県灰色町土炉、

担っ τいる.

534 J 10発見

の小住扇町思

援でもみら札

る現離である. L

A住底的埋蔵

では.完全に

}周せず、所

々で般土と fR

Lている a曜会人

? 

+ 
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多少の相異ぞあるが、 S33 J 10区町礁 と焼土I1A住時的床面よリ浮いた状態にあ勺た.焼土は浪人

物が多〈、軟か(2次的な撤械 と帯えられる.~ j，この地波治ら台付土器が出土している.(i草 議 }

534，)10の住居"

4のグリッドから発見された住局時は径2.65mのほぼ阿形に近い形をなす小形のものである. 。

ーム面的指ワ込みは15cm前後で.床I酎は硬〈良節句:-l>9. 

主戸は住居跡的商よ。}にあり. 1里~と、それ日銀 L てコの字形に"I@石を配置した、いわゆる様式

炉でゐる.理裂の崎聞と石幽い町一部に娩土があり、また漫議内節よ 9事〈内木俊が検出された.

位穴u主なもの H聞{不規制} と、周rif且びその近〈に 9倒認められたが、金悼として浅いもの

である，

また北悩rif付近に 2倒的磁石が並べて置か丸、 東側には l倒的川原宿があり近〈日湾い焼土が見

られた.他に

床面に後して

土器片が発見

された。!'!礎

的土器は穴水

10式土器でゐ

る.寝土 から

炭化物が多〈

4世出書札む

(大友)
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N 地 区

N f3E fの住居.

第 2膚目的茶褐色土暗からローム街まで.多抵の土器片、:a岸、 羽織、 石量ι石錐的地かなリの

小型軽 (5-800)がー塊と右勺て発見さ札たニのグリット内から 、緩縫にt長みあった住居跡が格認

され.このー僚の住居鮮の範凶1;1.更に東都へ拡大さ九τいるζ とが明らかとなった.DO'弘、グ リ

ッ ド内の北車と南西偶とに 211所、 住居の~と考えら九品切。iI>みが見ら仇、 その中間には煙量担炉

一7 -

{大水晶、後180m)がN-S叫 XE-W嗣柵内情問状の焼土に絵遣されτいる住居跡的 3軒とである.

f産者住居島療の紘穴は、 その形状から判断す札l:r、後30-蜘 m、首長帥-70<m前f量的4本伎が主肢とな

勺ていたと考えられ、その位置は、炉をゆ心に釣3m問備のlE方影町配置を成L.床蘭はかなq硬

貨で良好である.

これらの積骨住居跡は、地表下直lcm地"-で発見されているが、 7りヲ ト隔に積出しえ住居U.中

央の床面よ ')12-14酬筏添い. ~訟俗、炉跡南部ιある ピ γ ト (様45co) 向上部にfli2欄的ローふ層

がはられて いる点や、者千円焼土分布 、更ι北のー誠に、か牢り慰み丹ある娩土範倒的雌認がなさ

具、白島跡的存在とも培え ら九たが、周辺グリヲト的拡張と精査をしなければ. ，二札ら桜台住居跡

的新旧関係は、速断Lかねる状態である. (錫倉)
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N 18 E 1の住居，.

本遺跡において始めての土師住居跡は、当グリ ットを中心に 6つの周辺 グリッ ト中で検出された。

付近は客土作業のため、かなりの土が削除されていたが 現地表より 5-lOcmほどでローム上面と

なり、それを織り込んで南西に若干狭い不盤形的正方プランを成す。

即ち、南北 (東辺4.08m、西辺3.60m)と東西 (北辺4.08m、南辺4.30m)間に違いが見られ、

東壁の北寄り部分にカマドがあり、長さ1.70m、平均幅叩cm(壁ょっ幅60cm、突端幅38cm)の燃逃

が伸びている.深さ は、住居床面より若干深いおcmを示す。その断面11U 字型を成し壁より東へ60

cm地点で南北に脹らみを見せ、煙の充満状況を緩和させる施設を呈している点と、先錨部に近い壁

面には多量の枯土を張り付けている ことは、 県下における土師住居跡の煙出し遺構を研究する上で

重要であろう。

床面は、はぽ良好で柱穴と考え られるピ ットは、やや西谷りに 4倒設置されている。しかし非常

に浅く (13-18cm)、屋根架設に困維な点は、 屋外を調査した結果、はぽ等間隔に床上のそれと同じ

直径 (25-3Ocm) をもっ支柱が8本見い出されたことにより内外柱穴による屋被架設と考えられる。

南西隅にある深さ49cmの問状 ピット(1.22X1.10m)11、本遺憾に付随した貯蔵用ピットである。

その他、東壁に近い部分では浅い (lO-2Qcm)鍋底状のピッ トが床面に若手がれてい る。溝的役目を

する施設かは不明であるが 北~J;よぴ西壁付近には幅15cm 深さ 6cmの人工的掘り込みが見られ

た。また北壁寄りには長さ1.20m幅30-50cmの栓銭状ビ '" ト (東部が問状)があリ、 その南北に各

々、径14X 10cm、深さ l伽 nの小穴が施こされていた。壁11、北部が垂直で南、束、 西部は漸次的な

落ち込みを呈している。

焼土lま、大小4館所に散在 し、うち カマドの径10ocmX82cmの格円状を呈し、厚き 10-15cm、

断面は鍋底状を示し床面上ょ っ順次海 くなる。

その焼土を取り除いた結果、 55X65 X30 cmのピットが発見された。

出土遺物は、北東壁寄りに鉄製刀子(長 き11cm、幅2.8cm)が床碩より 3cm位浮いた状態で発見さ

れた他、大部分11土師器でカマド周辺に集中的に発見された。土器は、ほとんど畿であり 6個体総

が復元可能である。

胴部は全面にはけ目文様が地こされ、底部に木の葉文機が明確に残っていた.胴部よりのたち上

り状態11、r< Jの字型を見せ、口縁部は無文で非常に薄手の作りである。

土師裂は、多少の差異があるにせよ、胴部中央から底部にかけて、若干の煤付着がみられ、月台ニヒ

中には小磯、石英質の小石が比較的多 〈含まれている。底部はほとんど綱木文や木業文があり、慨

して 5-6の凹凸が、胴部にみえ輪積み方式を採用 した後、へらなどの工具で修正した痕跡が底部、

口径部に顕著にみられる。その器形様式から、本遺跡から発見された土師は、比較的新しい時期に

比定され、 8世紀後半-9世紀初頭にかけてみられるも のと考え る。

なお、愛型の他、土不と考えられるものが僅か l片のみ出土しているこ とを付記する。 (鍋倉)
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N 23..1 1の土縮、重量状ピ γト

土壇 こ肉土ほの硬路扇Ijソヲト eーム上面でゐる.'F面影はほぼ鍋丸長方取を呈して・‘る.大島

さU白書Sで長後15&:8. 短径110<・f:割る.淳書I!纏itlli.tHSc・を割る.主他方向は[-wである.

5主はほぼ~í1rι立らあが勺ておリ 0-ムのしゥかリ L た壁でムる.

土枇積一1;'" ;i;!ilIJ 7膚にhける 4とができる. 1 111.期締色で終干ローム枝子を合むよ(1. t勺

と稽でみる. 2!層、褐色土帽でゐ 'Jやわ句会・〈炭化付、 S五主ぴ悦上位t:tt:. 3~画‘明嬬色でゐゆ

ロームIH'を書量に含み炭It村.lt土を部分的にではゐるが留置状に含んでいる. 4層.ロームプo.，.

夕、ローふ也千を多量<，ニ含むポソポソ Lたやわらかい暗である. 5婦、 4・織邑で大き時的lim村官

官み、'"問問りに繊土がll.イtしているボソポソ1..t，l，両である. 6柄、 0- ムプ0 γ タを J1tt(.: 8-t，.， 

黄色丹鳴でめる. 715.よきな脱化Hを帯状に1tんだJポソ:r.γした司馬柿色町 t府でんる.

本土絃u 袋t\ビ ヲ ふと .IR聞係にゐるが袋状ピ v ト b'土絵、.10:康郎巳て帽U~itτ いるニとか均

機縁ιてイト1'.喰向}jiJt続Lいも向と推定される.

X<主j:.I/1:より町出土i宜物は縄文時代中期的土穏である.

袋状ピット よ町 ピットI:Jニ柑t‘J1t.1!'t郎ローム孤であリロームをl晶1)l!.んで作っている.，i.fL il問形It，

は 1:'問影H\している.大 ~~U長径約ω醐.短径約鵠閣を湖 '1. AIt国t')司採さは約鈎帽をも晒

る. ~111lば垂僚に{草色込みながらピ， f T硲 1，)やや骨量リ出L袋4止を叩 Lτいる.ピ勺'則"に

おいて丙綱方向ι構t;tlTJt.Fているが本ピ 7 トに t~~.;むのかどうかは不明である.

ヌドピット Ijr向記J:lI1:と亜股間保にあり .土拡をt渦If.してい(;且I¥lでl1J:椛掃にて確認さ此たも町で

みq祈1日関係U-4'ピァト的Ji/jf I'iいも町と機定されゐ.

また本ピ .fよ9内出土壇4・u縄文時代中革障の上島でゐる. 二拘.:t trらしてヨドピマ ト的岬絹陪

縄文時It'I'Mでゐ"昔と撮定書札o. {石.倒}

フラスコ状ピッ ト

ニ町7' ス:>~ピヲト u 第 4 次再制調査丹時J!鬼事れ 13号往信E寺内に舟見事れたものでゐ晶.昨

年拘調Eで定機できず、今自向調止でその精査をはかうとも的でみる.

大事 事は臼t'f.76<・、 雪量径約帥0..側、盛怪{南北):抱6<:.. (JI(百)256酬 .t軍事{住肘持味蕗よワ)179<・

を針る bので‘ ピ ット 床の~l'而Jij I~怖問形でdわる.

量栂i:I1tE町飢合上、中日つま.，ている土内断耐は床耐上泌曲位のとよるで.十字に切今て実測し

てみた.'" '"勧県、鴎のよう宮 崎 iまを~ L. ‘ 2.3.5.11 、 16円寄宿Uどららか一方的断固にし

か出て二ない柄で、二此でL7'0 " "1 タ 4主を~ している4とがhかる. 1/.:土uフ予スコ状ピァト伺

中心部にl~てられ、...ニか ら航l聞に広がづて行 n若干b')歯槽円相Eれか ら 1'1)断できる.ぞれは 111土i置

物町 III土地点f:見ても理跡事抗 õ . フラス コl~ ピ ， f‘1']両国に漬物的dl:t地点を記入してみた. -

紅白康麗から上訓k・位iでの出土鳩点を平福留にし化も町でゐるが.記録で@るよ 1&比較的大き
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い遺物は盟主ι近い月時で発見事

l1.た.これは ζ 町部分に虐白

的にi量的た円で防止 <.ころ

がOこんな形跡と理解される.

深き 140仰舟ところから.

赤色町綾子を発見した.こ丹

健干の包肯膚1:焼土、灰を肯

む飼い膚で.徹子はこ的中か

ら、Il!のま ・寝ま 1).線千円

みが強勺たような状態で.M

Fl'!<df!.vr、それぞれプU ッ

クを苦 して出土した.繊干の

出土した深きの平蘭E遭 I~串U

図の2である.1:量枇アリ、そ

の他によって進ぴこまれた彩

跡は土婦その他からみてま 。

たく考えら札ないら町である.

なj，、発婿濁ま(ピマ'内

向)j，量ζのピ ヲト町中に金属

製自記i品滋度計 (7日港.N 

AKAASA CO.LTD.出9828、

温度也泌'c-40't.温度。%

-1∞%lを入此て調べてみ

た結畢.外気町蜜化に関係な

< .温度1St、~度93%と一

定であっ'". (ピッ争内に義

置した後、ビエールで濯をし

ておいた).

出土i量物はま鵠 {鉢、浅陣)

的発形に近いもの、三月土質

品、白石、右ベラ等;，'出土L‘

他に焼けた川原石もかなの出

土し止. (五十嵐}
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下提遺跡出土植物の生育経過と種名の考定についτ

秋副県農業試験場

山口郁夫.須藤孝弘.鈴木光事

1 .世育的低過と般名円寺定

昭初47年8月5白、秋田市役会敏育課よ')依願書ねた当時の幼織物は、発4日現地の土壊を入れた

容鰐ゆで、約 150個体が3・-2 cmに仰圧し干薬師展開湖であ勺た.岩場では8月5日fニ.;1tを禁処

r~ちに移植し.きらに 8 月 17日に J.t!;kな上峨をいねえ: 1/50∞a ，y，.，~ に移 ι 、各ポ ット 3;国体総

俊に間引いて栽府管理を行ないながら生育を観察した.ポ， ~はずラス11!内に:置いたが、晴天時に

陪絢車に移し外気ιならしι.

幼織物iょ3韓焼r;l.'t"IHj帥約二.子君臨のお状カら Z僧鎖的存監をみとめたので.織!煩別にわけτ生育

幸せた.ニ紅ら I~後記的形態I1守鶴祭から大部分がハルタデ ( Pølygonum Pecsi臼 riaLinn)であ

q. 5鱒体だけがイヌタデ(Polygonum lot'lgia:et"m De 8UiYO )でめるとみとめた.

ハルタヂ桔 8月25日tE穂があらわれ、 28自が経初時間花で. 9J'1l9日には成魚綾子肉薄下がみら

れた町で.その後、順次提舷した.

イヌタデrH月14自に花君事が品らわ札‘ 9月19日が吸初の拘花で.10月18日から問機にして係鵠

を行なー，ι.

2.形惣的総療について

1 )ハルタヂ

子灘t主張卵形鈍頭で表裏蘭とも緑色、侵害 6-8剛、巾2.$-3.5醐である.(一般に子策的護婦は

紫紅色とさ札ているが、出土植物は多湿で光線不足内状態で発芽したためであろうか.ζれら両個

体，tq保f呈したも拘を10月車に安弘処理し、明条件下で発芸Fきぜたも向的裏編は軒.紫色とな勺た.)

第 3 業以降業町中央部に境紛黒色町縫点があらわ札、そのf草分伎がみら九る. 革 I~紅紫色で、成熱

健体町草丈は30cm-31<聞である.第5-6 業以降r~畏だ問状被針形、長き 6-9師、繊1ι-2.7C!m 、

骨j脈は 6-9対、主脈に毛を放生すふ薬事青は筒状で膜質、長さ 311ft(下部節)-9聞(Jニ部節)

で緑毛町長幸は 1 1IIIl.'程度. 花徳は密な総状で直立し、民事約2.5-3. 5cm~ 花被片同紫紅色で‘白色

のものがまじる.樋子はレ y ズ

形と三根}悼の2設があり長t<2

嗣.，¥1¥色で光沢がめる.

2)イヌタヂ

子葉li‘ゃ、1J;相称の広卵形

鈍頭、~商品緑色、裏副首は bず

か日紅色.長幸約5..、繍約・

m ‘第 1:策はひし状広卵形純jJi.

長さ約1.3個.輔0.6-0.1cmで

発~時 約2週間後
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基商事Uタザピ形.業織に短毛が少 Lみられる.!113M以降分維がみら札制ょする.茎It'明書35-・47

e・l:(r Ht常色‘集毛、 難11量き 2圃{分枕上向も町)-9c・.幅t.2cョ・-2.2園、広被針形、 鈍頭、

鯛厳r~ 4・・ 8Jt.業輔は筒技で民事 5-串圃. IJlr関長時揖毛~tl> 6.花健It奮を患放でIH1.5 

- 4 .5 畑、:rE肢は紅色で、~'( u際<5裂 L、IH約2櫨.敏子It3限形.現色で先jI(がゐ 0先が

とがる.

{住}イヌタテ'1:{i(回線内に..も普通にみられるが.ハルタデは比較的少ない.発掘現地では (9

月 1日現世):t芳イヌタヂ (P・1，1柿 凶圃 lapothi(oljumLio.o)、ィ，タヂが多〈、ハルタヂ俗、

ご〈世訟がんられた.

また本測量にあた ry.秋聞 鵬:a.1踊f~i高校教諭、!ìlm聖夫氏の肋宮を1静止 4 とを置f記 して附置 を 表

する.

ま と め

第 5次朗査は目的の項でもi車べむよう に、 ニ町下j晶台地約12htのs)o布調査と.時間的ι余裕があ

れば.いわ。る下縫遺跡的健闘I1Uすることにあ勺た.

こ町目的町一つである分布調査の結集、11'>4次草で調査L.htl.hれが今まで下車l1l晦と呼んで

暑だ縄文中麟ゆ灘両集落跡的他に.古t豊百荷縄ι縄文中期来襲向車部跡が.また東纏にほ古代的土

輔盤的也L奇跡的あることを磁略したのである.そしてこの三つめ遺陣内広がリも遺物内分布状思か

ら、そ町大略をつかむことができた.

下司E遺陣はニ両三つの遭跨f:1t鉢L て時ぷ」ニとと生る.そ ニで今まで下種遣跨と呼んで~止遺障

をA地区と L、今年訴し〈且っか勺た中潮来薬師温蹄をB抱区、 古代骨盤崩跡的J，る旭区を C地区

k 呼ぶヱととする.

A .区

ζ町遭跨11 1j>~中葉 {大本 8 . . 8 b式.同筒上層b式. c式}肉溜飾で.今年町調査で‘ 516

J 5、11124J 1 区で同時m町潰繍が確~きtl..骨肉広が?It講;lt200...II茜 150mほどあるも町と

怠われる.

今年間盗ιた範倒から新 l..(住居'*'"4軒以上見勺か勺て いるので、今まで21軒以上司住賠跡が

健認さ九止 ζ とになる.今後町繍査でもうと多 〈的住居跡が確認さ九るでゐろう.二札ら肉{主情飾

の調進で.-t時1IS:主主況から耽上パターン的{rb拘がI1Uされ.ま'ニ縛像伝遭梅としてフ，スコ統

ピット倉嫌 認きれ、それは庭内0・訟でゐるニ とが明らかとなうた.また内鱒向調牽の鎗畢.中につ

ま勺ている土11プロッタ状をなし.今年の調査でそ札が再度凄ヴけら九.遺物は捨てら れと状態で、

墜にそ。 τ主に発見されるニとを帽1I!Lt.ニ. ニ札 11 土f: 中 I~捻てら九ると中心部だけが高 ( f，( ?‘ 

そ町た舟土舗.右器等の比般的大&~訟もの rH!両方にζ るがゆ ζ んど締畢 と 解釈される.

今後こtl..当時住騎捧でヲラスヨ状ピマ与を也つ住駒跨と.持たない住騎酔 との関係、題辺iI障と
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の比較など多〈 の問題があ る.

白 地区

この地区からは今年内調査で住鴎跡S軒が確認された.それら円住18M'I!直径3m前銭円円形プ

ランを なし、 綾式炉をもっ、大本10式のものである よとがわか勺た.こ舟遺跡の穂簡は漬物の出土

状態から見て東西 100m、南北80m前後と織定される.大木10式的住居1;)'1;米ケ諜遺跡で2併穫泌

されているだけで県内で1;不明な 4量的多い時期で、今後のZ暗殺が期刊される遺跡である.

C 地区

この地区からa土郎総丹住居剣:が一軒確IZされた.ぞれは骨jmで報告しとょう民、方形で、カマ

ド拘ある住居飾でhQ.未だ叩事fだけの議誌な町で、ど内筏皮肉f.tl，!，'1'*がj，るか不明でめるが.造

物円分布からみると、その範闘は東西80m、南北 120m前後あ りそうであ る"

これら三絶区町広が qを遺物の分布から推定したが、その他にも漬物は世ないが散布する地域が

j，る.今囲内調査は各遺跡の幹細t.<範闘を宮司王証でき るだけ内時間的余裕はなか。た.来年度二町三

つの遺跡的範囲確認のためのiI¥13l:B臨めたいと考えている。

発芽割E干について

13号住居跡門的フラスコ杖ピットから発見されr.峰子が発事Fしたのは偶然なこ とでSうった.様子

li 7月26目、フラスコ状ピッ ト内で住居跡床前よ')深さ 140cm前後円炭火物、焼土等を含む窃から

発見されたも内であるのそしてポリ袋に土と-:置に線聾し、 他的遺物と一緒日保管していたもので

ある.そ札が7月31日早朝遺物鐙寝中発芽している丹を尭見した肉であ る.だか ら発芽は績表者の

軍国によーラて発存 した町ではな〈、 Eで保管場所が高温であ勺Yニニ と、ポリ袋町中で温床的な紙!l

になったこと等念ら発芽したのではないかと恩われる.

早速この繕物町主主均年管理と傾向同窓を秋郎農輩紙験場に依頗L、調去していただいた結呆、前lli

にあるよ うにハルタテペ イヌ タヂであるこ とがわか勺た.

年次は.二円佳子と 停制 Lた土器から、 縄文時代中期中葉のものであると断定したれこ内ニと

について、いろいうな形で焼聞が出書札止.その主音ものは①そんなに長い間種子が生 きつづける

ことができるだろうか、といヲ ζ とと、③アリ専の仕業で後世に入ワ ニんだものではないか、 とい

ヲものであった.

これらの縫問は今まで例めない ことなので当然でゐろう。だからわれわ仇も明解 な回答を も勺て

はいないのである.ただ②については硝頁 rフラス 3状ピッ トJ で述べたように後世に入り二んだ

と判断できるもの怯金〈な〈、縄文時代中期中葉町も肉に問遣いはないのである.とすれほ①につ

いては発穿するまで組子は仮眠状態にあ勺たと推療する以外1;考えら乱世ぃ.樋子等の鋭践て・きる

呆件はどんなものか、こ札も現在不明であるが、フラス ".jXピ y ト告発銀銭、内部内浪温度を計測

した緒果、温度15't、滋鷹93%でζ れは外気が変化してもー定していたよと等は仮眠条件のーつ両

手がかゆとなろう .(富鰹}
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... S33J10の住軒跡

S33J 10位病跡的J里!rt . 

'" N泌E1往信跡遺物出土状態



一鉛ー

企 S 34 J 10丹住居跡

‘・ S 34 J l()住経絡の壊現
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遺構 ・遺 物確認グリ ッド・ 覧表

N 鳩区 遭 機 遺 鋤 S 雄区 遭 構 遣 鞠

1"1 .， r名 住 ピット 1畢 縄文 土防 グ'1..， ...名 ft ピマb 溝 ‘t 
土師

N 2 J 1 ー 。s 1 J 5 。
N 2 E 1 0 。 。s 2 J 1 0 。 。
N‘J I 

。 。s 6 J 1 0 。
N 5 J 5 。5 1 2 J 5 。
N 5 J I ー ー 。。515JI0 ー 。ー

N 6 J 1 一 。516JI0 。一 。。F 

N 8 J 1 ー 。 525EIO 。 一 。
N 1 2 E 1 。 績車 525Jl0 。.骨

NI3EI 。ー 。 526El0 。 。
:-1 1 3 J 1 。 526JI0 。ー
NI3J5 一 。 529 J 1 0 。 。
N 1‘E 1 。 530EIO 。ー
N 1 4 J 1 。 一 S 3 1 J 1 0 。
N 1 5 J I 。533JI0 。ー 。ー
NI6EI 。53 4 J 1 0 。 。一
N I 7 E 1 。 一 。$36Jl0 ー 。
NI8EI 。 。$4‘J 5 。
NI9EI 。S 4 5 J 1 。
N 1 9 J 1 一 。
N 2 0 J 1 。
N 2 I J 1 。
N23JI 土厄 。
N 24 J 1 ー 。。
N 3 2 J 1 。 。。
N 3 3 J I 。
N 3 4 J 5 一 一 一 。
N39EI 一 。 。
N 3 9 J 1 。 。
N 4 I J 1 。 。前正 捕 4次世証械の13号住居跡

N 42 E 1 。 ヲラスョ状ピァトについては;Y--

N 4 5 J I 一 ー ー 須車 リングで伺蟻認であ り‘今副司寓

量伺盆遅が:iEしい4与のである.
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出土三角土製品
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℃三つ

~ 1且 Z羽 毛主 員および参加 E

先制3閣議主体 歓m市教官F境問合 秋問考古学協合

発紙調査期間 昭和47'1'7112311-8月5日(14日間j

調査員 日本考古~ IA金全員

日本巧占7'1&告会員

秋岡根文化削専門委員

介

時

夫

修

事

勝

良

種

世

奈
富
岡
揖

事加者

fI<悶考古学協合合同 五ト臥芳郎 /，'山 憲 司 大宜 {費栂

秋田大学 学生野上剛ぷ安説麻須子瓜山貞子 fU属$つみ 付両面合子 向車事千鶴「

立正大学大学院 中胤ー'T.

東京教育大学研究生 石蝿附蹴一 中央大学学生 庄内附鈎

明治大学 学生温.公 F 中村八重子小玉 概

立.iE大学 学生轟事情

量足良重高等掌伎 &繍車t'f郎 生徒佐.，紀子嘗日曜先中最紀綾伊藤匂則 膏廠'f!

F事 E野園事久骨l相l掲舛て 高崎 博 浜国車操 轟原一周加藤重光加，jJ樽英 三繍

薫 武藤寧文 安IU忠市1&:.事信明佐.呂行 刑4~，*築時佐々木尚'I! f安維1P.イ

"、納谷明美伶水骨子

秋開北高等学校 ~論中静雄l昭生徒 l同部純子凶日 邸佐蟻美智干 奥山節子戸鯵

志保子大唖裕 Fヱo車干佐E草津子

ft量挙腿高等学俊 生徒 主困由起子湯倒信子 下村 t~草境4ド毎々子相馬加曹干 伶

本富士子手塚砲手 陣口洋子玉尾健子

経済大学付属高等学院 生徒 目黒明彦

鈴木企ー 鈴木鰍四 鈴木俊治岩崎岩五郎

事務 t宣告秋田市教育俊民金It会教育環主査 佐々木傑場

， 主事補普 原 ff 行

昭和岨年1月発行 免骨量執国市・...員 脅
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